
顛末書 

名 称 中野市北部地区小学校統合準備委員会 第６回総務部会 

日 時 平成 29年８月 30日（水） 午後６時 30分～午後７時 55分 

会 場 北部公民館 会議室 

出席者 

・出席委員 14名 

下川昌平、小林和夫、武田金一、武田浩明、上野恵佐夫、田中貴光、 

河野文隆、齋藤文子、荻原伸一、丸山絵美子、山形哲也、古平靖彦、 

小島茂、舘田淳 

・事務局職員  

小林学校教育課長、阿藤学校教育課長補佐兼総務係長、久保施設係長、

田中副主幹、佐々木主任技師、池田指導主事 

次 第 

１ 開会 

２ 部会長あいさつ 

３ 会議事項 

⑴ 学校施設等整備について 

⑵ 校名について 

⑶ 校歌について 

⑷ 校章について 

⑸  準備委員会への報告について 

４ その他 

５ 閉会 

主な質問意見等 

＜学校施設等整備について＞ 

●グラウンドとスクールバス発着所の高低差はどれくらいになりそうか。 

●イメージ図では、西側のアプローチが長く見えるがどうか。 

 

＜校名について＞ 

●「こうしゃさん」なのか「たかやしろ」なのか。地域の方々の高社山に

対する思いがどこにあるか見極めていってはどうか。 

「高社（こうしゃ）」小学校 

・中学校と同一でイメージしやすい名称である。小学校では現在「高

社山登山（こうしゃさんとざん）」と言っている。 

「たかやしろ」小学校 

 ・長野県内ではひらがなの名称の小学校はない。唯一という点は良い。 

 ・保育園で使用していて、漢字表記でない部分では、小学校の名称と

してはどうなのか。漢字表記が適当ではないか。 

「高社（たかやしろ）」 

・地域の人たちが古代より信仰の山として、親しみを込めていると感

じられる。 

・保育園、中学校に挟まれた小学校という意味ではこの名称でもよい。 

・小中連携の点から、また小学校の運営上、あえて「高社（たかやし

ろ）」とするのは、難点があるのではないか。 

 

＜校歌について＞ 

●武田忠善氏は、平岡小学校の卒業生であり、一番、地域に対する思いが

強く、新しい小学校をイメージしてくれると思われる。 

●国立音楽大学の学長という肩書は、どの程度のものなのか。 

 

＜校章について＞ 

●校名は募集、校歌は委託、校章は公募がいいのではないか。願いや思い



を込めやすいと思うので。 

今回のまとめと次

回の検討事項 

●学校施設等整備について、イメージ図により確認した。 

●校名について、「高社（こうしゃ）」「たかやしろ」「高社（たかやしろ）」

の３つの名称候補を準備委員会に報告することで、委員の意見が一致し

た。 

●校歌について、「武田忠善」氏に依頼することで、部会のまとめとした。

準備委員会での決定後、交渉に入っていくことを確認した。 

●校章について、校名の決定時期等も考慮しつつ、制作方法を決定してい

く。 

 

 


